
脱炭素アクションにチャレンジ



脱炭素アクションDays

脱炭素はだの市民会議では、市民会議期間にわたり脱炭素につながるアクション
の提案をしていきます

• カーボンフットプリントの診断と削減アクションの実施

• 秦野の里山を知る

• 生ごみを持ち込める農園訪問

などなど… 現在企画進行中

詳細はその都度ご案内します



「どこ」で「どれだけ」CO2が排出されたかを 「見える化」したもの

カーボンフットプリント（CFP）とは 「炭素の足跡」

製品やサービスの原材料調達か
ら廃棄・リサイクルに至るまでの
ライフサイクル全体を通して排出
される温室効果ガスの排出量を
CO2排出量に換算したもの

詳しくは
第2回会議で

改めて解説
します



ライフスタイルCFP

企業や行政などの公的な投資以外の 市民の生活に関連して排出されるCO2のこと

⇒ 我々の生活を変えることで削減が可能な排出量とも言える

日本の全排出量の６割が我々の日常生活、ライフスタイルが原因

(出所 国立環境研究所・IGES）



ライフスタイルCFP

日本人一人あたり

年間7,120kg CO2を排出

出所：issue+design 脱炭素まちづくりカレッジ

(出所 国立環境研究所・
IGES）



ライフスタイルCFP

相模原市では一人あたり

年間7,710kg CO2を排出

(参考) 全国52か所で算出
最大 8,430ｋｇ 水戸 最小 5,780ｋｇ 那覇

関東大都市圏では7,200ｋｇ

(出所 国立環境研究所・
IGES）



脱炭素アクション！

自分のカーボンフットプリントを測ってみよう

② 住居、移動、食、消費、レジャー・サービスの
５領域の設問（全２９問）に答える

① MyCO2シミュレーター にアクセス

紙の設問をご希望の方は別途ご案内します

©issue+design

ボタンからスタート

トップ画面を下に
スクロールし、

【設問についての補足】

Q： 周りの人と比べて、肉や卵を食べる頻度・回数は
どのくらいですか

→とても多いと思う ～ とても少ないと思う(５段階)

※ご家族や友人・知人など、自分の身近な人と比較し
た感覚でお答えいただいて大丈夫です。(その間、
自分の中での基準は一定に保ってください）

パソコンでも使えます

©issue+design



脱炭素アクション！

自分のカーボンフットプリントを測ってみよう

③ 診断結果をワークシートに記入する

数値を転記✎

✎各領域の設問項目

ごとの結果も参考にし
ながら、問1、問２に
回答してください。

レーダーチャートも
作成しましょう✎

©issue+design ©issue+design

©issue+designを基に一部改変



脱炭素アクション①

カーボンフットプリントの削減に挑戦してみよう

すでに実践しているアクション番号には 〇
今回チャレンジするアクションの番号に ☆

第２回会議までの期間に、可能な範囲で
CFP削減アクション（ワークシート裏面）
にトライ！

診断結果でCFPが大きかったもの、日頃の生活
で取り組めていないものを選んでみてください

トライアルの後に、ワークシート表面の問３
に感想や気づきを記入してください

診断ができない場合にも削減アクションには挑戦
してみてください

いくつでも
OK!



脱炭素アクション①

診断結果の取得について

なお、アプリの利用にあたり、名前/ニックネームや
入力データの取得・流用はない旨、アプリ発行元の
issue+designと確認しておりますが、メールアド
レスの入力はご自身の判断にてお願いします。

診断の最後に右の画面が表示され、ご自分の結果
を送信してもらうことができると案内があります。
市民会議としては、この結果の入手を必須とはし
ておりません。書き写しで十分に対応できるアク
ションとなっております。

結果をPDFで入手したいが、ご自身のメールアドレス
を入力したくない方は、事務局までご相談ください。

©issue+design



脱炭素アクションDays

脱炭素はだの市民会議では、市民会議期間にわたり脱炭素につながるアクション
の提案をしていきます

• カーボンフットプリントの診断と削減アクションの実施

• 秦野の里山を知る

• 生ごみを持ち込める農園訪問

などなど・・・

第2回会議では、CFP

診断と削減トライアルの
感想をグループワークで

共有します。

ワークシートをご持参
ください

ライフスタイルCFPについての出典：
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